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ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
東
南
ア
ジ
ア
を
軽
視
し
て
い
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
サ
ミ
ッ
ト
を

延
期
し
、
ラ
イ
ス
国
務
長
官
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
と
の

会
談
を
二
度
に
亘
り
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
。
米
国
の
こ
う

し
た
行
動
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
を
い
た
く
失
望
さ
せ
た
。

そ
の
結
果
は
中
国
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
影
響
力
の

強
化
と
い
う
高
い
代
償
だ
っ
た
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
関
係
冷
却
を
懸
念
し
て
い
た
米
国

の
専
門
家
が
提
言
し
た
の
は
、
①
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
大
使
任

命
、
②
東
南
ア
ジ
ア
友
好
協
力
条
約
の
署
名
、
③
米
国

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
大
使
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
最
後
の
年
の
二
〇
〇
八
年

四
月
に
任
命
さ
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
十
一
月
に
採
択
さ

れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
憲
法
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
で

は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
大
使
の
任
命
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、

米
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
大
使
を
任
命
し
た
最
初
の
国
と

な
っ
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
友
好
協
力
条
約
に
は
、
二
〇
〇
九
年
七

アジア の窓

月
に
ク
リ
ン
ト
ン
国
務

長
官
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外

相
会
議
に
出
席
し
署
名

を
行
っ
た
。
そ
し
て
、

今
年
十
一
月
に
初
の
米

国
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会

議
が
、
オ
バ
マ
大
統
領

が
出
席
し
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
三
つ
の
提
言
が
全
て
実
現
し
た
こ
と
に
な

り
、
米
国
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
政
策
が
オ
バ
マ
政
権
下
で
前

政
権
の
軽
視
か
ら
重
視
に
変
わ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
友
好
協
力
条
約
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
米
国
は
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
が
可
能
と

な
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
の
参
加
資
格
は
、
①
東

南
ア
ジ
ア
友
好
協
力
条
約
に
署
名
、
②
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

対
話
国
、
③
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
実
質
的
な
協
力
関
係
を
有

す
る
、
の
三
つ
で
あ
り
、
米
国
は
東
南
ア
ジ
ア
友
好
協

力
条
約
署
名
に
よ
り
そ
の
全
て
の
資
格
を
満
た
す
こ
と

に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
議
論

は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
プ
ラ
ス
日
中
韓
首
脳
会
議
と
東
ア
ジ

ア
サ
ミ
ッ
ト
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
米
国
が
東

ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
か
は
不
明
だ
が
、
参
加

す
れ
ば
東
ア
ジ
ア
共
同
体
に
関
与
し
、
あ
る
い
は
メ
ン

バ
ー
に
な
る
可
能
性
が
出
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

　
米
国
は
東
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る
国
で
は
な
い
が
、
東

ア
ジ
ア
の
ス
テ
ー
ク
・
ホ
ー
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
米
国
は
東
ア
ジ
ア
諸
国

の
主
要
な
輸
出
先
で
あ
り
、
多
く
の
米
国
企
業
が
東
ア

ジ
ア
に
進
出
し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
は
米

国
抜
き
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
東
ア
ジ
ア
包
括
的
経
済

連
携
構
想
で
は
、
東
ア
ジ
ア
に
位
置
し
な
い
イ
ン
ド
、

豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い

る
。
そ
う
考
え
る
と
米
国
が
東
ア
ジ
ア
共
同
体
に
参
加

す
る
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
。
東
ア
ジ
ア
共
同
体
と

い
う
呼
称
が
相
応
し
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
共
同
体
と
す
れ
ば
、
豪
州
、
イ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
加
え
、
米
国
の
参
加
も
無
理
が
な
い
で

あ
ろ
う
。
　
　
（
石
川
幸
一
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

ア
ジ
ア
研
究
所
だ
よ
り

　
二
〇
〇
九
年
は
読
者
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
二
〇
一
〇
年
も
引
き
続
き
ア
ジ
ア
研
究
所
へ
の
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
所
報
今
季
号
は
趣
を
変
え
て
「
延
辺
特
集
」
と
し
ま

し
た
。
ア
ジ
ア
研
究
所
と
延
辺
大
学
日
本
研
究
所
と
の

学
術
交
流
協
定
締
結
を
記
念
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
野

副
所
長
を
団
長
と
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
延
辺
を
訪
問
し

ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
各
論
文
に
詳
し
く
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

※ 

セ
ミ
ナ
ー
「
ア
ジ
ア
・
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
」
の
開
催
に

　
　
つ
い
て

　
次
の
と
お
り
、
十
二
月
十
二
日
に
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
ジ

ア
・
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
日
本
で
も

重
要
な
問
題
で
あ
り
、
多
く
の
受
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
師
　
大
泉
啓
一
郎
（（
株
）
日
本
総
研
　
調
査
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
任
研
究
員
）

　
演
題
　「
ア
ジ
ア
の
少
子
高
齢
化
」

※
　
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
研
究
会
開
催
状
況

" 

　
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
東
南
ア
ジ
ア
の
グ
ロ
ー
バ

　
　
ル
化
と
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
化
と
そ
の
影
響  

２
」

" 

　
十
月
十
七
日
　
発
表
者
　
畢
　
世
鴻
（
ア
ジ
ア
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
所
客
員
研
究
員
）

　
　
　
　
　
テ
ー
マ
「
中
国
と
Ｇ
Ｍ
Ｓ
開
発
」

" 

　
十
二
月
五
日
　
発
表
者
　
平
川
　
均
（
名
古
屋
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
院
教
授
）

　
　
　
　
　
テ
ー
マ
「
「N

I
E
S

か
らB

R
I
C
s

へ
の
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
転
換
と
地
域
協
力
」

東
ア
ジ
ア
共
同
体
と
米
国


